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議案質疑

市長提出議案／人事公平委員会委員の選任（栗原秀明氏）、人権擁護委員候補者の推薦（小川洋之氏、川田千春
氏、髙橋光幸氏、朝長里美氏）　条例の一部改正議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用
等の公営に関する条例、職員の勤務時間・休日及び休暇に関する条例、職員の育児休業等に関する条例、学
童保育室条例、建築基準法等関係事務手数料条例等　補正予算一般会計（第５号）、国民健康保険（第１号）、
介護保険（第１号）、後期高齢者医療（第１号）　その他会計の決算認定国民健康保険、介護保険、水道事業、下
水道事業　事業会計の未処分利益剰余金の処分水道、下水道

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

63 令和３年度狭山市一般会計歳入歳出
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

討 ○ ○

議
長

×
討 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

66 令和３年度狭山市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 令和４年度狭山市一般会計補正予算
（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

◆賛否が分かれた議案　　　○…賛成、×…反対、討…討論者、議長は採決には参加しません

◆全員が賛成した議案

採決の結果

Ｑ
　
霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
が

世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
が
、当

市
の
状
況
は
。

Ａ
　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
で
宗
教
に
関
す
る
相
談
が

５
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
相
談
内
容
は
、霊
感
商
法
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
た
弁
護

士
委
任
に
関
す
る
相
談
や
、宗

教
法
人
か
ら
購
入
し
た
物
品
の

返
金
に
つ
い
て
の
相
談
、家
族

が
宗
教
の
勧
誘
を
受
け
た
こ
と

に
関
す
る
相
談
な
ど
で
あ
る
。

Ｑ
　
新
た
な
公
共
交
通
機
関
の

導
入
準
備
の
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
３
年
度
は
実
証
運
行

で
使
用
す
る
車
両
２
台
の
購
入

と
予
約
・
配
車
を
行
う
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、実
証
運
行
計
画

を
策
定
し
た
。

Ｑ
　
地
域
力
強
化
事
業
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
買

物
な
ど
の
外
出
支
援
、コ
ロ
ナ

禍
で
の
新
た
な
見
守
り
の
実
施

に
向
け
た
相
談
、引
き
こ
も
り

者
と
そ
の
家
族
の
居
場
所
と
役

割
づ
く
り
、農
作
業
を
通
じ
た

地
域
福
祉
活
動
者
と
の
連
携
強

化
や
育
成
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
た
。

Ｑ
　
令
和
３
年
２
月
に
埼
玉
県

西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
し
た
が
、具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

Ａ
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
共

同
宣
言
を
踏
ま
え
、３
年
度
は

４
年
度
か
ら
の
10
か
年
計
画
で

あ
る
第
３
次
狭
山
市
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
、こ
の
環
境
基

本
計
画
に
お
け
る
長
期
目
標
と

し
て
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、実
現
に
向

け
た
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。

　
３
年
度
か
ら
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
補
助
事
業
で
は
、

電
気
自
動
車
と
燃
料
電
池
自
動

車
を
加
え
事
業
を
拡
充
し
た
。

　
ま
た
、市
庁
舎
に
お
け
る
電

気
自
動
車
の
導
入
や
民
間
事
業

者
と
の
脱
炭
素
に
関
す
る
連
携

協
定
の
締
結
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
。

Ｑ
　
令
和
３
年
度
中
の
入
曽
駅

周
辺
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
道
路
等
公
共
施
設
整
備
で

は
、県
道
川
越
入
間
線
と
市
道

Ｂ
第
２
９
６
号
線
を
結
ぶ
区
画

道
路
１
号
線
に
お
い
て
雨
水
管

と
汚
水
管
の
布
設
、排
水
構
造

物
の
設
置
、歩
道
・
車
道
の
路
盤

整
備
、２
か
所
の
公
園
予
定
地

に
雨
水
浸
透
貯
留
施
設
を
整
備

し
た
。

　
ま
た
、東
口
の
駅
前
広
場
整
備

に
先
駆
け
、移
転
を
伴
う
２
件

の
補
償
契
約
を
締
結
し
、う
ち

１
件
を
残
し
移
転
が
完
了
し
た
。

　
入
間
小
学
校
跡
地
利
活
用
事

業
で
は
、複
合
商
業
施
設
の
事

業
者
選
定
に
取
り
組
み
、優
先

交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

　
さ
ら
に
、入
曽
駅
の
東
西
自

由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
化
に
関

し
て
、基
本
設
計
を
実
施
し
た
。

実証運行開始の実証運行開始の
ほりかねデマンドバスほりかねデマンドバス

令和４年第２回臨時会
　　第２回臨時会（10月26日）では、「令和４年度一般会計補正予算（第７号）」の１議案が市長から提出され、議長を除く21人第２回臨時会（10月26日）では、「令和４年度一般会計補正予算（第７号）」の１議案が市長から提出され、議長を除く21人
の議員で採決した結果、原案のとおり可決しました。の議員で採決した結果、原案のとおり可決しました。
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議案質疑・討論

議案に賛 成･反 対します
令和３年度�一般会計歳入歳出決算認定

賛成討論（要旨）▲

３年度は緊急事態宣言やまん延防止等重点
措置の発出により、市民生活や経済活動に大
きな影響があったため、市は感染拡大防止策
や医療・ワクチン接種推進体制の基盤整備、中
小企業や個人事業主への事業支援などの施策
を展開　

▲

実質収支は黒字、健全な財政運営
であったと評価　

▲

今後も激変する社会情勢
に適応し、緊急事態に対応可能な財政基盤の
構築に努められたい　

▲

親元同居・近居支援
事業などの若い世代に対する施策が奏功し、
市の人口増に大きな効果　

▲

情報端末の活
用・学校トイレ改修など学習環境整備が進行▲

企業立地促進、ビジネスサポート事業など
の市内経済活性化策も充実　

▲

ワクチン接種
のインターネット予約サポート事業「茶チャっ
と予約」は約２万人の利用があり、全国に報じ
られた　

▲

国からの支援金などの交付事業も
スピード感のある対応であった　

▲

地域公共
交通対策事業が着実に進められ、本年度の堀
兼地区デマンドバス実証運行につながった

反対討論（要旨）▲

基地交付金は、固定資産税相当額交付を国
へ要請を　

▲

県の加配教員、市単独の予算を
付けて中学校を含む少人数学級の早期実現を▲

雨水貯留浸透施設設置補助事業は推進キャ
ンペーン期間を設けるなど工夫をして推進を▲

市営住宅の入居率が落ちているため、空き
室の原因を調査し、住民のニーズにあった計
画的な建て替えを　

▲

ファミリーサポートセ
ンター利用支援事業は、母子家庭やヤングケ
アラー世帯も利用できるよう対象拡大を　

▲
新型コロナウイルス感染症防止対策について
は、急患センターでの発熱外来の予約枠を確
保し、冬の感染拡大への備えを　

▲
小・中学校

の就学援助制度について、コロナ禍や物価高
で市民のくらしが厳しい中、子どもたちが安
心して学校生活を送れるよう積極的に適用を
行うことと、部活動費やＰＴＡ費など品目の
拡充を　

▲

事業者にむけて、費用対効果の高
い「店舗・住宅リフォーム補助金事業」の予算
の増額を

常任委員会からの常任委員会からの要望指摘事項要望指摘事項！！
一般会計　
決算　

狭
山
市
の
関
係
人
口
増
加
の
た

め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
手
法
を
さ
ら
に

研
究
し
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

事
業
承
継
や
産
地
間
競
争
な
ど
、

厳
し
さ
を
増
す
茶
業
界
の
状
況

を
踏
ま
え
、
地
域
団
体
と
と
も

に
、狭
山
茶
の
魅
力
発
信
・
消
費

拡
大
お
よ
び
販
売
促
進
に
、よ
り

一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

旧
東
中
学
校
敷
地
に
つ
い
て
は

地
域
課
題
や
将
来
性
を
見
据
え
、

活
用
方
法
を
再
検
討
さ
れ
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

実
態
調
査
に
基
づ
き
、学
校
を
含

め
関
係
機
関
と
連
携
し
、具
体
的

な
支
援
策
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

民
間
保
育
所
等
職
員
雇
用
費
補

助
金
を
拡
充
し
、正
規
職
員
に
限

ら
ず
、非
正
規
職
員
の
処
遇
も
改

善
さ
れ
る
補
助
金
と
な
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
た
、重
要
度
の
高
い
16
橋
を
は

じ
め
、橋
梁
に
つ
い
て
点
検
を
確

実
に
実
施
さ
れ
た
い
。

都
市
基
盤
整
備
全
般
に
係
る
事

業
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

予
算
の
確
保
と
執
行
を
積
極
的

に
実
施
さ
れ
た
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
登
録
者
に
つ

い
て
は
、優
先
世
帯
の
事
情
を
考

慮
し
た
う
え
で
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
等
、
構
造
的
改
修
を
図

り
、１
０
０
％
入
居
で
き
る
よ
う

に
さ
れ
た
い
。

小谷野市長（左）に要望書を渡す

１２３ 総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

１２

建
設
環
境
委
員
会

１２３

太田議長（中）、土方副議長（右）

討
論


